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公害 と栄養

常磐学園短大教授

小 柳 達 男

ばい煙中の発ガン物質

1775年に 、ロンドンのボットとい う外科医が陰成（の

う）ガンについて発表している 。

「煙突そうじ の人に限って発生するガンがある 。 きま っ

たように陰殺の下部に現われ、 1術みを伴うかいようの形

をとる 。小さ いとき から 煙突にもぐりこまされ全身すす

だらけにな って慟〈ため、すすを含んだ汗が陰泄の下部

に比ま りここにいぽを作るのである 。これは約10年の潜

伏期間があり、早期に手術する以外に治療法がな〈、手

おくれだとたいてい死ぬ」 と書いている 。これが皮ri¥lガ

ンの最初 のく わしい記載であろ う。今から 200年も前で

ある 。

その後 ドイツのフォルクマン (1875)は、褐炭からパ

ラフィンを分離する作業に従事す るエ貝にも陰悩ガ ンを

発見し、レーン (1895)は、アニ リ ン色 素工業の従業員

にぽ うこうガンが多 発することを報告した 。アニリン色

索は、現在の食品孫加色素の大部分 であるから最を過ご

さないようにする注意が必要である 。

わち、悛性の化学的刺激により、われわれはついにウ

サギの耳に毛 り狐 （のう ）上皮性ガ ン腫 を思うがままに

発生せしめ得ることに成功せり」

と書いている 。これは実験的にガンを作ることができ

たというまことに画期的な研究であ った。そして、我

悛強い ドイツ人も日本人のこの忍耐力には感嘆したの

であ った。

このコールタ ール中の発ガン物質を分離するため、

英、米、独の学者は協力して研究し、 20年後に ペンツ

ピレンとペンツアントラセンを分離した 。この物質は

工場の煙や自 動車の廃ガス中にも存在していて、公害

によ る肺ガン誘発の元兇（きょう）と考えられている

メキシコ婦人の ように、煙突のないス トープのそば

で長時間仕事をす る場合は、欧米の婦人よりも 2倍も

肺ガンが多いことがわか っていて、これも煙中のペン

ツビレンのためであろうと考えられている 。わが国の

農家でも、むかしはいろりのところでいぷしていたか

ら、このために 肺ガ ンになり 、肺病 とされていた人も

多かったことであろう 。

ピタミン Aと粘膜の強化

コールタールによる発ガン

われわれの皮膚の表面は丈夫なたんば〈でおおわれ

前記のすす中の発ガン物質はすす中の、コ ールタール ている 。このたんばくが変化して毛嬰、爪、角などが

に含まれていることが考えられたので、コ ールタールに できるので、この硬いたん ぱ くでおおわれ ることを角

よって動物 にガンを 作 って みようという〈わだてが1889 化という 。このた んば〈で護 られていないところすな

年ころからイヌ、ネズミ 、ウサギなどで試みら れた。こ わち、口腔、林、気管、食道、胃 、腸、肺、生殖器官

れらの動物の皮II!にコールタールを冷ってガンを作ろう などは、 粘液でうるおさ れた粘膜でおおわれている 。

というの であ る。実験した学者はた〈さんいたがみな失 ここかからだと外界との接触点で公害をこうむる場所

敗した、しかし、 191がF東大病理学教室 の山極（ぎわ） である 。

教授は、ウサギの耳に一 日おきにコ ールタールを 祢るこ この粘膜の主成分はコンドロイチン硫酸という硫酸

とを 200日以上続けて、ついに皮／丹ガンを作ることに成 を結合した多糖類から できていて粘性を有している 。

功した 。山極教授の報告に だ液のねばりはコンドロイ チ ン硫酸のおかげである 。

「あえて何の秘術を施せしにあ らず 、たんに、 しかしな さて、この硫酸をこの化合物に 結合するのにピタミン

がら、気長にコールタール祢布を持紐すること、すな Aが活躍していることがウォルフ (1961)によ って明
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らかにされた。それでピタミン Aが不足するとこの粘

膜 や枯液の形成が弱ってしまうのである 。

筆者は、放射性硫酸をネズミに与えてその行方を調

べてみると第 1表のような成績が得ら れた。

第 1衰放射性硫酸投与 24時間後の体内

放射性イオウの分布

組織
対照区 ピタミンA欠乏区

対ロジ欠乏区
cpm / g * cpm / g 

,Jヽ 腸 18394 713 7 2.6 

眼 3221 1281 2. 5 

肺 4708 2126 2. 2 

胃 11552 5526 2. 1 

腎 臓 5213 3153 1. 7 

肝 臓 3100 1883 1. 6 

＊放射能の単位

この成績をみると小腸、胃、腎臓、肺には硫酸が多

量にとりこまれていて、この硫酸がコンドロイチン硫

酸となって粘膜形成に役立っていることが明らかとな

った。そしてピタミン Aが乏欠すると硫酸のとりこみ

｀から判断してその形成は小腸、肺、胃、目の粘膜では正

常の場合の半分以下に低下していることがわか った。

この ようにピタミン Aが不足すると小腸、胃、肺、

目、腎臓の枯膜形成が低下して弱ることは、わが国民

に戦前銅虫（かいち ゅう）、胃ガン、肺病、トラコー

マが非常に多か ったことや、今日でも甜血圧（高血圧

は腎臓障害から起きる）、脳軟化（脳血栓はビタミン

A欠乏で起きやすい）が多いことと関係あると思われ

る。

ピタミン A不足と胃ガンの発生

胃ガンは日本に多い病気である 。この胃ガンはピタ

ミン A不足鉄不足、ナイアシン不足などで生じた胃

壁の退化あるいは慢性胃炎のあとに生じる（拙著食物

と建康、東都書房参照）ものてあるが、ここではピタ

ミン Aとの関係を少しくわしく述ぺてみよう 。

ピタミ ンA研究の初期に組織学者として活躍した森

(1922)は、 ピタミン A欠乏飼料をネズミに与えてい

ると胃の枯膜上皮が角化し、表皮細胞が活溌な増殖を

していることを認めた 。この状態を過形成という。バ

ッペ ンハイマー (1924)は、 ピタミ ンA欠乏ネズミ の

胃の表皮には過形成、かいようのはか乳頭腫（皮膚や

粘膜の表面に飛ぴ出した上皮性良性腫よう）も生 じる

ことを報告した 。

藤巻 (1926)は、長期間ピタミン Aの不足がちの飼

料で32頭のネズミを飼って、そのうち 5頭に胃ガンが

生じたと報告した 。そ れは円形に肥厚した粘膜からな

り、 中央が凹んだものでアワ粒か らエンドウマメ〈ら

いの大きさであ った。

7 リデリシア (1940)は、藤巻の 実験 を追試し、ネ

ズミを53週間ピタミン A不足がちの飼料で飼うと 17頭

全部の前胃にガンを生じたことを認めた 。 ピタミ ンA

を与えた区では 12J頁中 3頭に軽度のものができていた 。

要するに、乳頭腫は正常なネズミでもときどき生じる

が、ピタミン A欠乏だと全部のネズミに生じたのであ

る。この乳頭腫はかいようを伴ったものが多〈、良性

てある力←{罪には表皮が不規相凶月"直をして結合組織

に拡がリ悪性ガンの様相を示すものがあ った。

フリテリシアは、次にピタミン A欠乏飼料を長期間

与えておいてから開腹し、胃に粘膜小結節（細胞集合

小体）のできていることを確めてか ら腹を閉じ 、半分

のネズミはそのま まピタミ ンA不足飼料で綬けて飼う

とガンの発生が認められたが、あとの半分をビタミン

Aを加えた飼料にとりかえて飼有したと ころ、解剖 し

たネズミの胃にはガンが発生せず、以前にあ った小結

節が消えてしま っていることを認めた 。つまりガンが

直 ったということを発見したのである 。

発ガン毒に対するピタミン Aの防禦作用

アメリカ国立ガン研究所のチ ュウ (1965) は 、飼有

用飼料で飼っているハムスター（チ ョウセンネズミの

類） にペンツアントラセンを飼料に混ぜて与える と1

年後に前胃にガンが発生することを認めた 。 ところが

ガン毒を与えていても同時にピタミン Aを多量に与え

ていると食道と前胃の表皮かうすくなり、ケラチンか

表面に少なくな ったがガンの発生はなか った。

ピタミン Aを与えぬはうでは、前胃のほかに小腸に

も腺ガンが生じて いた。なお、発ガン 毒を子宮経 （け

い）部に裕ると、 9頭のハムスタ ー全部の子宮経部のヽ

うろこ状細胞に発ガンしたが、この場合もビタミン A

を多量に与えたハムスタ ーには発ガンはなか った。

この試験に使用した市販飼育用飼料には、発育に十

分なだけのピタミン Aが配合されて いたが、このビタ

ミン A量では発ガン毒が加え られたとき発ガンを防ぐ

ことができず、その 5倍量ほどのピタミン Aを与えると

発ガンが防がれたということは注目すべきことである 。

最近 プル トキン (1970)は、 ウサギの耳に発ガン毒
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を塗っていると角質の増 殖という形で始まる上皮ガン

の形成がおこる 。 ところが、これに濃厚なピタミン A

を含む油を 塗 ると、このい ったんできたガ ン細胞は粘

液性の異形成（できあがった組織が他の組織の性状を

おぴること）を起こし、 3-5日で乾いた角質の乳頭

腫にかたま ってしまう 。 そして、電子顕微鏡でみてい

ると、原形質にある微細な繊維性の器官構造が粘液を

分 泌する小滴に変化してい〈ことがわか った。つまり、

正常な原形に戻ってくるのである 。 ピタミン Aを塗る

とりん酸結合を加水分解する酵素が細胞層に増してき

た。加水分解酵素が多いと、分解反応すなわちガン細胞

の糸粒体（酸化酵素を包む小体）がこわれ、核崩壊も起

きる 。このようにピタミン Aが多いと、・ガ ン細胞の生

理的変性と死滅でガンが弱 って退化 している ことが認

められた 。

要するに、発ガン毒により細胞がガ ン化してもピタ

ミン Aが多量にあるとガンが直るということが示され

たのである 。公害でも っとも恐るべきものは、空気中

から発ガン毒がわれわれを襲 っていることであろう 。

これにより肺ガンになる人が増している 。サフィオ ッ

テ ィ(1967)は、気管に発ガン毒注入することでハムス

ターが21%も肺ガンになるときでも、ピタミン Aを過

剰になるくらい与えていると 2%に〈い止められるこ

とを報告している 。光化学スモ ッグの刺激に対しても

ピタミン Aは最強の防壁を体内に作 って〈れるのであ

る。

国民のピタミン A摂販状況

以上のように、重要なピタミ ンAは昭和46年度の国

民栄養調査によると、国民は必要量の58%しか摂取し

ていないという、ことである 。 そして、これをきいた

国民は、 他国の話をきいているように少しも心配せず、

その〈せ公害に対しては大騒ぎをしている のは こっけ

いである 。

ピニエル (1965) は、日本人がアメリカに移住した

場合の胃ガンの発生率を調ぺた結果、アメリカ人に比

ペて日本本土の人は 8.4倍、移民は ふ:8倍、その子供

は 2.8倍というぐあいに減少することを示した 。 日本

女性にと〈に多い子宮頚ガンはアメ ・リカ 女性には非常

に少ない 。 これらは洋風食事によりピタミ ンA、ナイ

アシンおよぴたんぱくが満たされるためと考えられ

る。

胃ガンと同じように、公害も栄養改善で防止できる

はずである 。

公害物質の解壽

食品から〈る公害物質としては PCBと水銀がある ，

これを食べると、肝臓は解毒のために涙ぐましい努力

をするのである 。肝臓中には、細い管からできた網状

の組織が四方八方に張りめぐらされていて異物を酸化

還元あるいは他の化合物と結合して解毒する仕事を受

けも っている 。 この管の 中にこれを解毒する酵素が含

まれていて（拙著食品と解毒の化学、共立出版参照） 。

異物が連続して食ぺられると、この酵素もますます多

く作られ、網状組織が増加 して肝臓が肥大する のであ

る。

PCBやペンツピレン を解毒する場合は 、酵素によ

り.Z.の分子中の Hの代りに OH (ヒドロキシル基）を

入れかえるという酸化が行なわれて毒性を減じ、溶解

度を増し、たん汁から排泄するのである 。

cl cl 

cl-0-こ〉cl ) 

cl cl 

clこ］ぐ三—cl
PCB OH 

にドロキ シ PCB

｀ 
ペンツピレン `>ヒドロキシペン ツ ピレン

この OH祁入には、ナイアシンとピタミンB,を含む

酵素が活紺し、メチオニンというアミノ酸も解毒作用

全体に協力する 。

われわれは、最近 PCBについて次のような実験成

績を得た 。すなわち、白米とゼラチンからなる飼料に

PCBを加えるとネズミの発有は第 2表のように悪〈

第 2表 PCBの解毒に及ぽす栄養素の効果

飼料の特徴 4週末体重 g
体重 100g当
り肝臓 g 

基礎飼料 ＊ 159 3.8 
p C B 137 8. 2 

PCB、ナイア シン 150 6. 7 
PCB、ナイア シン、

151 6. 9 ピタミン B,

PCB、ナイア シン、
ピタミン B, 159 7. 1 
メチオニン

レ ノ＜ 197 6. 5 

玄 米 170 7 0 

＊ 白米84、ゼラチン 6、油 5、ピタミン混合（ナ

イアシン、 B,は最低必要量） 1、塩類 4 (%) 
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なるが、これにナイアシン、ピタミン B,およびメチ

オニンを/llfi次加えると PCBによる発行阻害がほとん

ど消え、肝臓肥大も減少の傾向を示した 。なお、セラ

チンの代りに脱脂レパー粉末を加えると呼るしい発有

の改善があり、レバーがいかに解森にi袋れているかが

わか った。 また、白米の代りに玄米を用いてもよか っ

t・ -o 

公害から身を護るための栄養

都会生活をするかぎり公害は受けてり：たねばならな

い敵である 。そして、これに抵抗力をもっためには次

のような栄養の注意が必要である 。

(1) ピタミン Aの摂耶を増す ピタミン Aは栄焚甚準

絨以上数倍食ぺたほうがよいと思われる 。 PCBを食

ぺると体内のピタミン Aが消耗されて滅少することが

報告されている 。 ピタミン Aの過剰症を心配する人か

いるが、それは数十倍から 100倍〈らい食ぺた場合の

ことで、将通には起こり得ないことである 。過剰症と

いっても食欲不振、皮lilJの乾媒などでたいしたことは

ない。 （拙羽 食品栄養学、南江徴77頁参照）それよ

IJもピタミン A不足のほうがはるかに恐ろしい 。風邪

をひきやすい人はピタミン A不足のしるしであるから

必ずピタミン Aを補給する必要がある 。

(2) ピタミン 82の摂雨を増す ピタミン B,は牛乳

を 1日に 2本飲めば供給させる 。卵や緑業もよい。 ピ

タミン B2の結品服用もよい 。

(3) ナイアシンの搭雨を増す 玄米やムギはナイアシ

ンのよい給源である 。各者の名案した方法すなわち玄

米をミキサ ーて荒〈だきし（細かくし過ぎると れ：えな

い） 5倍の水でかゆ状に !,:て食べるのがよい。玄米を

そのまま圧力釜で煮るのもよいが不消化である 。ムギ

を食べると、腸内微生物でナイアシン、ピタミン B,

およぴパントテン酸などが合成されるので不思議な力

がでて〈る 。 ピタミン B6 とパントテン酸とは協力し

て免疫体を作る慟きがあるからこれも公害IW.1トに役汀．

つであろう 。 （拙著 調理化学、共ヽ，t:出版110頁）

A) メチオニンの摂雨を増す メチオニンは肝臓 を強

める作用をも っていて、水銀牒薬をネズミに与えた場

合もメチオニンが飼料に加えられると解晶力を 増すこ

とを後藤（栄性 ・食粋 22.73. 1969)が報告している 。

われわれが動物性たんぱ〈を食ぺる必要があるのはこ

のメチオニンが欲しいからである 。 メチオニンは肉、

サカナ、卵の摂取を増せばよいが安価にメチオニンを

摂取するには味噌汁、とうふ、煮豆、な っ とうなどに

メチオニンを 1130.2gという僅かな屈を補 って食ペ

ればよい 。

(5) レパーの摂瑕を増す レパーは非常に分解しやす

いから購入したならば附ちに食酢を少し入れた熱水で

5分間名：沸し、液からとりあげて放冷後冷蔵/if(に保存

し、必要に応じて料理に利用するのがよい 。 レパーの

臭気は酸性で揮発することをわれわれは発見した。 1

週間に50gずつ 2回食ぺれば十分である 。

前述の酸化解森には酸素が必要である 。 これは血液

により運びこまれるから甘J/11していると解・,ll力は低下

する 。 レパーはrt血を防ぐのに特効をも っているが、

行」Illを防ぐにはこ のほかに鉄塩とピタミン Cも必要で

あることを忘れてはいけない（拙者 食物 と他康参照

レパーや玄米に汚染物質が含まれてはいないかと心

配する人がいるが、いま含まれている〈らいの屈なら

解心が可能であるからこれを食ぺて解毒力を強めるほ

うがよし‘ 。

なお、 ピタミン A粉末、ピタミン結晶混合物、メチ

オニンなどを試験的に使用したい方は、水戸市見和町

常坑学園短大栄養研究室で分譲を受けられる 。

片 々 草

■ 日本沈没

町内会の話題とな った。

そんなこと金もうけのタネに空愁した小説家

のいい加滅なデタラメだと決めつけた威勢のよ

い顔役の発言でおさま った。

しかし、年々地盤沈下している地域があるで

はないか。 日本海は大陸続きではなか ったか。

梅底の 貝の化石が山頂から出るではないか…。

■ 公 害 不 安 /

争 って誘致した工場を敵視する 。

PCBの問題で神経過敏となる 。

ピタミン剤の功罪が新聞紙上で論じられる 。

この際本誌小柳先生のお説を 熟読されたい。

(S) 



6

• 
小学校における純潔教育の

内容と進め方はどうあればよいか

’ 
はじめに

私たちは今までを 振返ってみるとき、統潔教酋の重

要性を認めながらも、真剣に取組んておらないことを

反省し、 昨年度から意図的 ・計画的に研究を実践して

まいりました 。

今まで純潔教育は必要だと思いながらも 「どんな内

容」を「どんな方法で」「どのように教えたらよいか」

とい った問題の突込みが足りなか ったり、学校の一致

した 態勢の欠如、また保護者の理解不足などで、これ

が教・(rの実践ができなか った例をHにしております。

私たちは、人間にとって性とは一体何なのか、子ども

に、なぜ純潔教有が必要なのか、など素朴て、かつ基

本的な問いかけに対し真剣に答えなければならないと

打えま した 。

私たちが、この研究を進める基本的な態度として、

小学校児童に対する教育であることを深〈名慮し、単

に性に対する知識を与えるというだけでな〈、男女の

性差を正し〈理解させることにより、お互に敬愛し協

力しあう 態度を養うことに重，＇点を沼いた人間教行であ

り、究極の処、幸福な家庭生活はいかにして建設でき

るかを教える教有の場であると考えております。なお、

この取扱いにおいて考えなければならないことは、児

童が性に対する羞恥心をな〈すようなことがあ っては

ならないということであります゜

さて、純潔教有を学校教有の分野で検討し具体的な

指導のあり方を考えるとき、例えば、それぞれ発達段

階の異なる児童に対し、巣団生活の場ですぺてに有効

な指導を 期待できるか、あるいは、教師が信念 をも っ

た指導態度で臨むことが可能であるかな ど、いろいろ

問題があります。

本校の場合、 特定の教師が特定の領域でその指;r,,に

当るのではな〈、全教師がすぺての領域において指導

を行ない、同じ立場から研究を深める という 態度をと

米沢市立興譲小学校長

浜田 芳太 郎

り、児童、保護者・教帥の二者一体とな っての実践で

あります。

I. 純潔教育について

昭和22年文部省社会教育局長名で純潔教酋に対する

研究委員会をつ〈り「純潔教有の実態について」という

通達を出し、 「同等の人格として生活し行動ずる男女

の間の 道徳秩序をうち立てることが、新日本建設の重

要な基礎である。Iと強調して以来純潔教行ということ

ばが普及されてきた 。この委員会では、性教行という

と与える感じが、非常にどぎつ〈刺激が強いので純潔

教有と呼ぷことに したと言 っている 。

純潔教 {-fは、幼時から大人になるまでの、それぞれ

の発達段階に応し、男女両性のからだと心の相違を理

解させ、相互にその特徴を認めあ って愛情と信穎と尊

敬、そして平等、協力の観念をつちかい、それによ っ

て一生の幸輻を築いてい こうとする態度を 養 うことが

究極のねらいである 。

ここにはじめて「人間羽重のために、そして自他の

幸福のために純潔は守らねばならない C」という 心情も

生まれてくる 。 このように考えるなら、純潔教育はも

っとも幅広い人間教有であ る。

私たち は、その必要を認め、種々不振の原因を排除

しながら「小学校における純潔教有の 内容とそ の進め

方はどうあればよいか。」について取組んだことを次に

要約 してみる 。

II. 純潔教育の位置づけと他との関連

新学習指淋要領においては、 小中学校の保建学習の

内容として、男女差の理解 を強調した形で改訂されて

いるが、この学習のみでは十分とは言えない 。従って

純潔教有を学校教有計画の 中に明確に位置づけ指導計

画を作製し、児童生徒の成長過程に応じた系統的な指
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祁が必要と考えられる 。

教育基本法第一条の教育目標の中で、学校教有の目

ざす人間像のきわめて重要なこととして「人間尊重の

精神」をあげている 。純潔教育は両性の身体的、心理

的特性を理解することによ って、お互に腺重、協力、

信頼の観念と徳性を養い、健全な社会生活を営む人間

を有成しようとする教有活動であり、教有目標達成の

うえからみても重要な位四と任務をも っている 。

1. 教科との関連

関連教科としては体育科保健学習のほか理科、社会

科、家庭科等があげられるが、教科のねらいに従い、

純潔教有に関連した内容を付加し、指＃内容の深化を

図 ることが必要と考え られる 。 しかし 、こ うした指尊

形態のみの指森では、純潔教・1勺の立場からそのねらい

が明確でなく、内容が断片的で系統性を失い、学習事

項を生活に具現させるまでには至らないおそれがある 。

2. 道徳との関連

純潔教有は端的に言えば性の生理的な知識 ・理解を

深めるとともに、男女両性の人間関係の道徳を確立す

る教有と言える,0

すなわち、性に関する正しい感党を養うとともに、

科学的な正しい理解を得させることにより、男女相互

が尊重し合い、心身共に健康な生活を実践 し、将来健

康な家庭及ぴ社会生活の基磯としての道徳性を養うこ

とにその目標がある 。従 って純潔教育を大き〈推進す

る教育の場として道徳教有をあげることができる 。道

徳の指＃においては「日常生活の基本的行動様式」に

関する内容や 「道徳的心梢、道徳的判断」に属する内

容などで生活に即した形で、性に対す る正 しい感覚、

心身の純潔感が育成されることが望まれる 。

3. 特別活動との関連

特別活動の領域の 内容と純潔教-{-fとの関連は大きい

が、児童生徒活動では男女の人間関係の諸問題を話し

合い、協力する態度を体得させることができ、特に学

級指＃の保建指祁は教師の創意と教有的識見を生かし、

意図的 ・計画的に児童の発達段階に応じた指森ができ

る適切な場と考えられる 。

皿．本校における純潔教育の目標

学校教・(f法に教有の目標として

◎ 校内外の社会生活の経験に碁づき、人間相互の関

係について正しい理解と協同 ・自主及び自立の粕神を

養う 。

◎ 健康安全で幸福な生活のために必要な習慣を養い

心身の調和的発達を図る 。

と述ぺられている 。

また、昭和24年 1月28日付の文部省の「純潔教・,'f基

本要領」によると、純潔教有については次のとおりし

るされている 。

1. 社会の強化を図り、男女間の道徳を確立すること

2. 正しい性科学教育を普及し、性道徳の高揚を図る

こと 。

3. レクリエーシヨンを奨励し、健全な心身の発達と

明朗 な環境をつくることに努めること 。

4. 宗教、 芸術、その他文化を通じ、情操の陶冶 ・趣

味の洗練を図ること 。

目標については、多〈の学者や専門医の方も、だい

たい以上と同様の趣旨を表している 。

純潔教育については、その意味するところを理解の

うえ、今、私たち の取組んでいる 対象は小学校児童で

あることを考え、本校においては純潔教有の基本目標

を次のように設定している 。

1 . 男女それぞれのからだのつ〈り、成長について関

心をもたせ、正しく理解させる 。

2. 身体及ぴ身のまわりを清潔に保つとともに、きま

り正 し〈生活する習伯や態度 を（cf成する 。

3. 生活の中で互に男女の立場を考え、信頼そして協

力し合ってい〈生活態度を有成する 。

4. 性に 関する正しい見方や考え方 を有て、 第二次性

徴から〈る不安を解消させて、心身の健康を保つよ

うにする 。

これ らの基本目標を碁盤として 、学年別の目標内

容を作製し、指祁に当 っている 。

N. 指導体制と指導者の態度

純潔教有は、人間教有という立場から特に学校長を

中心に、すぺて の教師が共通理解の上に立 って 、学枝

全体の指＃体制を確立し指導に当ることだと思う 。

中でも学級担任の役割は大き〈、児童ひとりひとり

の発有状況、成11過程、性格、生活態度の実態を的確

には握し、将来、建全な社会人とな るために何を指＃

することが最も必要であるかをよく見極め、愛梢と公

平な態度で指＃することが大切だと思われる 。

特に純潔教行は指祁者のいかんにかかわることが大

きいので、機会を設け、校医、その他と連絡提携 を密
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にし専門的な知識を得るようにしたい 。

留意したいことは

1 . 純潔教・行の必要性についての認識と共通理解を深

め、同一歩調で指辞に当ることが大切であり、教師 ・

児童 ・保護者のこれに関する問題をは握し解決の意欲

をもつ。

2. 教師は自 らの勤務先、家庭、社会において健全な

生活態度を保ち清潔であること 。

3. 児童の心身の発達変化について理解を深め、また

各個人に ついても 熟知 し、指＃事項についても粘進す

ることが大切である 。

4. 児童の質問に対する応答や説話の時は、次のよう

に留意することが望まれる 。

(1) うそを 言わない 。

(2) まとをはずさない 。

(3) 余分なことを 言わない 。

(4) ぐずぐずためらわない 。

(5) f谷語を使わない 。

(6) 明る〈美し〈表現する 。

V. 指導上の留意事項

これについては、すでに先進地においての実践反省

による記鉗をも加え、小・中学校における指祁上の留意

点をあげると次のとおりである 。

1 . 常に問題に積極的に取組み、研修を怠らず自信と

勇気をも って指;q,すること 。

2. 性の 発行成熟は地域差、学校差があるので、よ〈

実態をは握し、それに即した指;q,が望ましいこと 。

3. 純湘教-(fは人間教有であるという立場に、グ． って指

，＃内容を分析し、児童の実態と与え合わせ、指;4の重

,1・せを明確にし効果のある指，＃をすること 。

4. 男子と女 fは精神的、生理的にも異るもので、異

性の特性を理解させるときでも性的刺激を与えないよ

うに、また 、科学的に正しい知識、理解を与えること 。

5. 児童生徒は、性の問題に関して強い 関心をも って

いるので、質問、疑問はお となの世界に及ぷこともあ

る。好奇心を起こさせることのないよう指;g.内容の範

囲に留意すること 。

6. 同ークラスの児窟でも大差があるので、 内容によ

り ~s 団指jff, か個別指,ffかを 名慮 し、 指；り事項と機会を

名慮すること ，、

7. 児窟生徒の不安、悩みの解消には、指j井はできる

だけ後手にまわらないよう常に的確な実態は脚が大切

であること ，、

8. 児童生徒は生活環境、マスコミの影響でひわいな

俗語や誤った知識をもつおそれがあるので、用語は正

しいものに置きかえるとか、専門用語はやさしい表現

で理解しやすいようにつとめること 。

9. 説明の困難な用語や内容に ついては、児童生徒の

既有の知識や経験を生かし、人間以外の生物に買きか

えて説明することが望ましいこと 。

10. 一方的な説明だけでな〈児童生徒の発言 ・作文、

視聴覚教材の使用など変化ある指導力噌1まれること 。

11. 知的理解の指ぬに 終わ らず、望まし い人間関係を

築〈うえに必要な技能態度を 習得させ、日常生活に具

現されるようにまですること 。

12、指導後は感想文を提出させたり、意見を聞〈なり

して言動を観察し、適切な指材であ ったかどうか評価

反省す るこ と。

13. 指導 を受けない児童生徒に、誤った事柄をあたか

も真実のように伝えられるおそれがあるので、同一学

年を 通 して指導の時期をそろえることが大切である 。

14. 学校保健委員会でもこれを取 りあげ、校下の方々

と意志の疎通を計り、人間形成に大きい影響力のある

生活環境の改善、生活指導の強化につとめ、これが教

有の充実、徹底を計ること 。

15. 問題行動のある児童生徒に対 しては、家庭との連

絡のもと、叱百するばかりでなく、その行為の動機や

誘因についてよ〈見極め、将来の生活を考慮した指導

を行なう こと。

VI. 純潔教育の指導計画と展開

1. 各学年の目標およぴ指導内容 （表 1)

2. 特設された時間の題材および目標と指導内容

（表 2)

各学年ともに学年指＃内容のうち特に重要と考え ら

れるものについて、年間 1単位時間特設して指＃する

ことにした。 (5年女子のみ 2時間）このため、昨年

度までの保建指淋年間計画にそう入すること のできな

かった内容のものや、時間をかけなければ定着させる

ことがむずかしか っ た• ものも 指尊が容易にな ったわけ

である 。

特設された題材・目標およぴ指淋内容は表 2のとお

りである 。
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（表 1〕各学年の目標およぴ指導内容

学年 1 2 3 4 5 6 

からだや身のまわ からだや身のまわ からだの成長を感 成長にともな って男 -. 次竹徴のおよそ ・次 竹 徴による 男女

りをきれいにする 1)をきれ いにする 謝する とともに発 女の，咲が1本格 ・体力 のし（みを理解さ のからだの変化と、

ことの大切さを理 ことの習切化か ら "(fには 個人差があ ・運動能カ ・竹格な せ 、男女の信頼と はたらきについて理

II !::¥ 解させ、その習tn さらにそのことに ることを知らせ、 どにあらわれて〈る 協力の態度をたか 負名させ、男女の特ヤI

化をはかる 。 よって生まれるよ 友だち同志協力し
ことを理解 させ Iiい

める 。
を牛か しての協力の

い人間関係に気づ あう態度を投う 。
に協力 しあう態度を しかたや態度を Jt・,

かせる
炎う

研関
• 朝と就寝前のは ・ロー リング方式 • 3、 3、 3方式

みがき によるはみがき によるはみがき
らす

・食事前、用便後 の仕方 の仕方
だる
のも 帰宅後の手洗い ・正しい入浴の仕カ ・正しい手洗いの

,".,', の ・入浴とからだの ・週 1回のつめき＇ ） 習悧化

湘 清潔
・正しい用便の仕方 ・正しい入浴の腎

＇に
• 週用便1回のつめきり

の習慣化 trt化

• の仕方 • 手洗いの順1午 • 週1回のつめきり

服
• よごれた下着や • よごれた下芍や ・自分で気づし、て の • 自分でら（づいての • H分で気づいての ・自分で気づいて の

A 装 汗をかいたあと 汗をかいたあと 下祈のとりかえ 下;r,のとりかぇ 下布のと りか えと 下:fiのとりかぇと

泊 に
の下着のとりか の下済のとりか

• その時々に応 じて • その時々に応じて 洗た〈 洗た〈

関
え 服装の消がえ 服装の ,{,{fjがえ • その時々に応じて • その時々に Li:.、じて

潔 ・運動や遊ぴの時 え • llllや下がiのはころ • Ill/ゃ下 のはころ
す の服装の祈がえ のJIU装のz,がえ

に る にあ った服装へ ・運動や遊ぴの時 ぴやボタンのと IL ぴやポタ／のと It ・はころびやポタン • はころびやボタン

も の着rがえ
にあ った服装へ たことに気づい て たことに気づし、て

のとれた ことに気 のとれたことに気
関 の ・用と の後えの身なり の箱がえ 補綴の依頼をす hll紐の依頼をする

づいて の鋪紐 づいての ftll駁
す るや？慣 ;1計n
る 身関 • はなかみやハン ・はながみハンカ ・はなかみハンカ ・ハンカチ、 くつ

も
のす カチの常時携帯 チの常時携帯 チの常時携幣 下などの小物の
まる ・つ〈えの中のせ ・ハンカチの洗濯 ・ハンカチのせん せんた〈のやItrt 

の わt いとん • filの中 の終頓 た 〈の習憫化 化りの • j更所をよ ごさな
ク） ・便所の正しい使 • つくえの 中のせ

ii'/ い使い場方 しヽ方 いとん
I梨 • 水のみ の正し

• い水使のみ場の正し
1こ い使い方 い方

i¥'rlこ • 清潔にしている • il'f潔にしている • i\'r潔にしている ・不松が病気の原因 ・病気の原因、予防 • i村気 の 1原囚、 子防と

~r 時の本人のそ う 時の本人のそ う 時の本人のそう になること と,,'ii梨との関連 ll'fi梨との関連

快感 快感 快感 • ,,'ii船こしている時 ・消潔にしている時 • ,Ni然にしてしヽる時

しも • 不潔にして い る ・不潔に している
の本人のそう快感 の本人のそう快感 の本人のそう快感

ての 時の他への不快 時の他への不快
・不ifにしている時 ・社会人としてのエ ・社会人 としてのエ

の な影響 な影響
の他への不快な影 チケ I 卜 ＋ケ I 卜と公衆衛

埋 郭 生

解

かる ・健康診断のうけ ・建康診断のうけ ・随康診断のうけ ・吐康診断、J'l例（木 ・吐康診断｀月 1列体 • 他康診断、月例1本

らも 方 方 方 頂測定の：在我 頂測定の意義 頂測定の意殺

B 
だの ・毎月の休重測定 ・自分のせいの高 ・自分のせいの麻 ・成長するから fふ ・成長の度合い｀発 ・成長の度合い

の さと体重 発けの個人差 ‘ ifの個人差 • 発hの個人差
発 の意味 さと体頂

・成長するか らだ ・体力、運勅能力の ・体力｀運動能力の ・（本力．運動能力の: .ll ,・、 ・子供の歯とお と
発行の個人差 男女疫 男女月—; 男女it

に なの歯
の 関 ・成長への感謝 • I戎艮 への感謝 ・栄養、運動、陣眼

成 す などの発けの関係

艮
に

ーも
・男女のからだの ・男女のからだの途 ・男女のからだのち

関 次の
ちがし、 し、 発・,'iの個人差 がいと 機能、月経

す
竹 ・成長するにつ tL

・成iもすることによ • 発けの個人差、変

る って変化するか ら

も
徴 てのからだの外 ・女(-の付器管のし

占と精通現象

の
に 形上の変化 （みと慟き

・男rの性粒管のし

1関 • 発行 の個人差 • 月,I糸やのしくみと変
〈みと 慟き

す ;i、月枠の）f当 • 竹ホ ルモンの慟き

る （女 —(/ll み

C ・友だちの名前を ・男女仲よ〈 して ・染しい学習に する • 楽 しい学料にする . tt刃；による心理的な • 11' ガ9による心涅的ち

覚える の遊ぴ方 ための方法 ための方法 ・必協い力しあ った学料や
が1.'

・協力しあ った学料や

男関 ・仲よ 〈しての遊 • 学級の係への協
・男女の能力差を名 ・男女の能力差を 名 運動 運動

女す び方 力
えての仲よ く遊ぺ ぇての仲よ〈遊ペ ・男女の特竹'I¥を生分かし ・男女の特竹を生か し

のる
る工夫 るJ-.夫 あった什の /IIと あったu,,,の',)-/11と

協も ・友だち への あい ・協力しあ っての清 • tl,J, 力しあ ってil'l抽 協力 協力

カの さつの仕方 柚
・学級の係の分/IIの

・異性の友だちに対す ・異性の友だちとのiE

に • 学級の係への協力 • 学級の係の分担の
るエ＋ヶ ，｝ しし、父際のしかた

仕方と協力
仕方 と協力 ・家男庭女やのH役悧全における ・家庭や社会にわける

男女の役；りI.

n • 学校からの帰跨の • 学校からの帰｝各 ・学校や熟等の船る ・学校や熟等の帰る ・外出する時の心 ・外ti',する時の心

注意 の 注慈 時刻と道顛 時刻と道順 得 得
安も • 外出する昧味り束 ・外出する時の約 ・外出する時の約束 ・外出する時の約束 • ひとり歩きや伎 • ひとり歩きや夜
全の

・遊ぴからの帰宅 束
・遊ぴや熟などの柑 • ひとりで歩かなけ 道、裏通りでの 道、良通りでの

に る時刻と道"ifi ればならな い時の
関 時刻 ・遊ぴからの紺宅 注意 注慈

す ・知らない人への 時刻
・知らない人との応 注意

・きちんとした服 ・きちんとした II杖
る 応対 ・知 らない人への

対 ・きちんとした服装
装と態度 装と態度・知らない人への応対

比対
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（表 2〕特設された時間の題材およぴ目標と指＃内容
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（私の提言）

健康管理と保健指導の調和

千築市立新宿小学校

養護教諭 坂 本 久

1. はじめに

家庭・地域の関係機関が、それぞれの 立場で子 どもた

ちの健康増進のため調和のとれた活動がなされること

を、学校の実態から提言 したい 。

このたぴ、学校保健法唯行令の一部を改正する政令

およぴ学校保健法施行規則の一部改正する省令がそれ

ぞれ公布さ れた。これは昭和47年12月20日の保健体行

審議会の答 ltl 「児童生徒等の健康保持増進に関する施

策について」の 趣旨に碁づいて 各専 門の方々に よって

検討され、 その結果建康診断の 内容 ・方法もあのよう

にきめら れたことと 思う。私ども現楊 にあ って子 ども

たちの建康 を確保し、増進させ ること を職務とするも

のにと って、少しでもよ い方法に改正されることは大

変よろこばしいことである 。そこで、さらにこの趣旨

がて っていできるよう、学校での保健管理、保建指導、

2. 学校の実態

学校の建康診断の結果 を.Uf計してみると 、疾病異常

のま った〈ないものは、本校の例をあげてみると 、全

校児童数933名の中わずか34名 (3.8%) である 。他の

899名(96.2%)はなんらかの疾病をも っている現状で

ある 。そのうちでもむし歯をも つものが実に多い 。千

葉市全体をみても同じ傾向である 。

（第 1表参照）



11

表 1 S. 4 7年度千葉市の学校病の順位

ご
小 学 校 中 学 校

男 子 女 子 男 子 女 子

関(i位 46 47 46 47 46 47 46 47 

1位
う歯 う歯 う歯 う歯 う歯 う歯 う歯 う歯
84. 6% 82.5% 83. 6% 80. 6% 71. 4% 73. 1 % 69.2% 74. 4 % 

2位
近視 近視 近視 近視 近視 近視 近視 近視
13. 9% 8.5% 17. 8% 11. 1 % 26. 8% 19. 4% 32.9% 23. 2 % 

3位
結膜炎 結膜炎 結膜炎 結膜炎 結膜炎 結膜炎 結膜炎 結膜炎
7.4% 7.4% 9.5% 9.8% 5. 7% 6. 0% 6.1% 5.6% 

この実態か ら、歯科保健をとおして健康管理と保建指

#の問題をとりあげてみることにする 。

3. 学校では1呆健管理と、保健指導の充実

法 で示されているから、健康診断を実咆するという

ことだけであ ってはならない、学校組織の中で、保建

管理、保健指井の充実をはかり、活動することにより、

う歯の問題も相当解決できるのではなかろうか、第 2

表学校保健の領域をみて、現在学校の体勢はまだ不十

分な点が多い、この領域をとおして活動したい 。これ

は、いいかえればう歯の早期発見、早期治療も大切な

ことであるが、これだけでは成果はあげられない。自

分の歯はどうな っているのか、どうすればよいのか、

どんな日常生活をした らよいのか、 子 どもが自分で解

決と実践への意欲をもつような、指召をも っと実施し

ていかなければならないと思う 。

学校保健の領域
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4. 家庭との連けい

就学時健康診断を実施すると、むし歯 をもつ子ども

が大部分 とい ってもいい、なおしてい る者 もあるが治

療率は少ない、 家庭でもっと 鯉康管理 をさ かんにしな

けれ ばならないのではなかろうか、就学前がこんな状

況であるから、小学校でのう歯罹患率も嵩い わけであ

る。本校では、 特別参観日、 PTAの会合の時など、

時間をと って家庭に対しての1動きかけ をす るように努

力している 。

むつかしい理論ではなく、子どもの実態を とおして

話しあいをすることにしている、例へば、低学年など

の場合は 、お宅の洗面所は、お子さんの背のとど〈嵩

さですか、背のぴして水を汲むという ような状態 では

ないですかとか 、キャンデーをたぺるなどいう ことで

な〈、食ぺたあとですぐ口をすすぐように 約束すると

か、ま た食事の 献如こしても歯にねばりつ〈 ような 献

立のあとでは、 漬物を食ぺさせるようにし たらという

ような、すぐ実践できる ような話しを するよ うにして

いる、とりかかれない ような問題より身近な問題 をと

りあげているのである 。

5. 低下している治療率

（本校夏休み中の治療平）

昭和42年 -38.8%

昭和43年 -37.9%

昭和44年-32.6%

昭和45年 -34.7% 

昭和46年 -25.1% 

昭和47年-27.3%

例年むし歯 をもつ子どもに対して、治療の勧告をし

ている 。健康手帳によって、また学校だよりによ って、

あるいは保健指導でというように、いろいろ手だてを

とっているのであるが思うような成果はあがっていな
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い現状である 。子どもたちが、なぜ治療にゆかないの

か、アンケートをと ってみると、次のような理由があ

った。

(1) 帰宅後の治療は待たされて時間的に無理

（おそ〈なる ので）

(2)忙しいのでわすれた

(3) 遊ぴに夢中になりめんどうになる

(4) 治療するのが痛いので

(5) 下校するのがおそ〈、勉強に追われる

（宿題、学習塾）

(6) ひとりではあぶないので（交通事梢等）

以上のような ことである 。待時間の問題、放課後学

校か ら帰 ってからでは遅〈なる、ことに冬などは暗く

なってくる、交通事情が心配でひとりではやれないと

低学年の母親は記入してある、かとい って母親がつい

て行〈 余裕がないようである 。

※ 地域の開集歯科医数と児童、生徒の罹息率

（参考資料） （市中心地区）

地 区 別 開業医数
児童生徒う う歯罹患
歯罹患数 率

加〇地区 3人 2,643人 86.8% 

末〇地区 1人 1,478人 86. 6% 

認〇地区 2 1人 3,341人 83. 4% 

椿〇地区 1 0人 3,028人 86. 7% 

緑〇地区 1 1人 2. 199人 81. 9% 

（市外地区）

, 

地区別 開業医数
児童生徒う う歯罹患

歯罹患数 率

白〇地区 1人 625人 80. 8% 

更〇地区 0人 390 89.4% 

川〇地区 1人 1,843 82. 5% 

稲〇地区 1 0人 2,545 84. 0% 

干〇地区 2人 1. 821 81.1% 

表 をみてもわかるように、 子 どもたちの治療状況は、

開業歯科医が多〈在住するところがよいとはがぎらな

いのであ る。人口との問題、他にも理由があると思う

が、家庭をふくめて、子ども自身治療に対する努力が

不足 してい る点がみ られる 。

6. 健康管理と指導調和のために

(1) 子 どもの治療時間を

アンケートにもあるように、子どもにと っては待つ

時間が大変らしい、登校前、あるいは放課後の一定の

時間地域の開業医によ ってきてもらえた らよいのでは

なかろうか。

どうしても夏休み中に治療が躾中する ので、歯科医

の方か ら、夏休み中でなく年間とおして〈るようにと

注意をうける 。理由は、子どもが 2-3人でい って、

他の大人の患者さんの中で待 つているので、はじめは

おとなしいが、やがてあきて くると、いたずらをはじ

めて患者さんから苦梢がくるので困るようである 。こ

んなことからも、ぜひ子どもの時間がほしいものであ

る。

(2) 地域の児童生徒の保健セ ンターの設岡

歯科のみにかぎらず、他の疾病の治療についてもぜ

ひ必要だと思うものである 。

地域の各学校と連絡をとりながら、それぞれ専門の

立場をとおして管理 ・指＃のできる機関があることは

これからの学校保健推進のためにも大切なことである 。

子ども自身が 自分ですすんで健康管理のでき るよう

に学校で管理指導し、家庭で協力し、社会が保護し治

療をすすめて行けるような調和のと れた時代がこない

ものかと願うものである 。

あとかき

雪の便りが北から、高い山か らや って〈ると 、

かぜのため躾団休校のニ ュースが相次ぐ季節、健

康管理にご努力〈ださる現場の先生方のご苦労を

思い敬意を表します。

こんな場合どの ように対処されるか、また平素

どの ように積極的鍛練を施してお られるか等々、

小さい事実でも 具体的に話し合う広場として この

建康教育誌上をご利用いただきたいと存 じます。

書〈ということは 、おっ〈う なことですが、お

気軽に、メモ程度のもので結構ですからご寄稿〈

ださるようお願いいたします。

次号は、 平素の ご努力の結晶ともいうぺ き健康

優良学校、健康優良児童の特梨を予定してい ます。

ご期待ください。

（係）
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健康教育の一端、 子 どもの組織活動

消水市立沿水小学校

養護教諭 ナこ 井典 子

1. 研究目標の設定

本校では、保健教育をよ り広くより碁本的な角度か

ら健康教育研究という 立場をとり、身体的 ・籾神的・

社会的に他康な人間形成をするためにどのようにした

らよいか、という観点か ら全人教脊をめざした勉康教

行をすすめている 。

学校経営路線としては、 学校目 標として 「よい日本

人となるためにみんなで学ぴ、きたえよう」という、

現在の学校であまりみられない目あてをかかげてある

が、日本が永遠に栄え、世界の模範になるような国に

なるための「よい日本人」となることと念願したので

ある 。そのために、みんな仲よ〈手をとり合って、本

当の立派な人間になるために学ぴまし ょう。心もか ら

だも少年時代におしみな〈きたえましょう、という名・

えである 。

この教・(t目標実現のために強調目椋として、新教有

課科の粕神をも体して「心豊かな、たくましい子」を

かかげ、心豊かな子、たくましい子になるため具体目

標選定条件として、日本の伝統が物語る人間が生きる

ための生粋なも の、未来が呼ぴかけるすばらしい社会

と人間の生き方とそのひずみ、変転きわまりない現代

社会や教-(jと、生きる人間の課題等広い立場からの観

点から、人間が生きる本竹的条件を深〈考えると共に、

現実の具体的な児童の実態をふまえて、 8つの具体的

目椋を設定している 。

まず、すぺての人間の生きる前提条件として「健康

でた〈ましい子」 であること、こ れからの人間として

「Ti実なるも のに強〈取 り組む理性人」たることと、

「物と社会に感謝の気持ちをもつ敬虔な生活態度ので

きる子」 「美しいもの にあこがれ、美しいものに熊き、

感得するこ、とのできる子」 「よいことにたち向かう強

さと、みんなと仲良く生活のできる子」 「慟〈ことが

人間の本来的な姿であり、慟〈ことを喜こぴとする子」

「人間は技を身につけるこ とによ って自已を廃き人間

らしい生活ができる 。少年時代にその基礎となる技を

身につけることにけん命になる子」そして「一 回しか

ない自分の命 ・独自性をも った、かけがえのない自分

の命を十分に生かすことのできる子」．これ らの具体目

椋は、児童の心身の発達段階 とその実感を名應 して 、

ひとりひとりに三つの領域（教科、道徳、特別活動）

を通 して提示されるわけであるが、そ の目 椋実現のた

めには、親と教師の綿密な協力体制が絶対に必要であ

る。

この具体目標をさらに学年にどうおろし、具体的に

いかに実践 してい ったらよいかということで、学年の

目標が設定さ れている 。

第 1の柱である 「健康で体力 のある子」

1年 すききらいしないでよく 食ぺ元気 に遊ぷ子

2年 すききらいしないでよ〈食ぺ元気に遊ぺる子

3年 力い つばい運動する子

4年 めあてをも って体力づくりにはげむ子

5年 自分の体力を知り体力づくりのできる ：：（•

6年 自分の体力を知り目標をヽtてて体力づくりの

できる 子

（仲よし、なんでも食べ て元気に運動する子）

以上の目標を実現させるため、研究組織を

A部学校保健体・りの研究

B部教科の指導研究

C部 逍徳教(,p閑境研究

D部特別活動（掛団活動を含めた）研究

2. 組織

本校では、全人教・(tと環境の内的に持 っているアン

パランスを把握、追求し、全職員が共通理解を持ち、

健康管理と指達をすすめ、 学校教・,1だけでな く、あら

ゆる生活の場でも実践してゆ〈ため、組織の運用の適切

によ って活動をはか っている 。
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組 織 （例）

保随主事・学年代表
蚕護教紛

A.B.C. D. 各研究部長
教務主任、蚕護教諭
学年主任

学校保健委員会

(3) 児童保健委員会の構成（計65名）

2年 6学級 12名 5年 6学級

3年 5学級 l0名 6年 5学級

4年 5学級 10名 仲よし 2学級

12名

20名

1名

校医、歯科医、学校薬剤師、娃康委貝会関係職貝
PTA保健委貝 （各学級より 2名）児童保健委貝

(2-6年生）

(4) 

3. 児童保健委員会

(1) 目標と指導の重点

学校生活をより健康にすごさせるように、本校の

実態を把握し、実態に即した活動をするようにつと

める 。特に児童の自主性 ・創造性を重んじて、活動

しやすいようにしむける 。

実践に際して次の目標をおさえる 。

〇 学校生活における健康上の問題点を発見し、改

善してゆ〈態度を養う 。

〇 学校生活をたのし〈健康に暮らすことができる

ように撻康への 関 しを深める 。

みんなが気軽に保健室を 利用できるようやさし

〈親切に世話をする 。

(2) 専門委員会活動における保建委員会の位置

゜

安
全
委
員
会

図
書
委
員
会

集
会
委
員
会

整
美
委
貝
会

児
童
委
員
会

掲
示
委
員
会

給
食
委
員
会

保
健
委
員
会

栽
培
委
員
会

体
有
委
員
会

放
送
委
員
会

新
聞
委
員
会

活動の実際

学級において日常活動を実施し、 6年生は曜日

別に保健室を主体として活動している 。

イ、週活動

① 月曜日～安全の 日一目標ときまりが記してあ

る安全ボスター、各学級、廊下の要所に掲示し

ている 。

危険物ひろい、ひろ った危険物は当番が計っ

て記録している 。

② 水曜日～清潔の日一清潔検査をする 。

0爪、ハンカチ、手ぬぐい、週によ って、朝食

便通、はな紙、耳あか、足の爪、洗顔、朝食欠、

その他にかえている 。

その結果は保健室の前の黒板に学級名を書い

てその上によい級を赤◎でかこんで、 1 -5人

注意したい者のある組は0で、 6人以上注意し

たい組は Xで賞揚している 。

清潔のボスターを各学級、廊下の要所に掲示

している 。

③ 金曜日～姿勢の日ー姿勢のポスタ ーを各学級

廊下の要所に掲示している目標によ って（す

わっている姿勢、歩いている姿勢、 立っ ている

姿勢など）保健部が注意している 。

金曜日の朝の健康観察時間に、放送によ って

季節の音楽に合せて、目 ・姿勢体操を保健委員

が主体にな って実施している 。

日常活動 (1-6年生）ロ、
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① 毎朝保健室に日表を持ちにくる 。きょうの目

標（例みんな外にでて休み時間元気に遊ぽう）

を黒板をみて学級につたえる 。

② 朝の健康観察の下し らペ

③ 窓、カーテン、電気点めつ、給食時の手洗い、

体育の あとのうがい 。

④ 教室の環境検査

⑤ 身体異常、けがなど健康観察の結果、保建室

に連絡を必要とする者の同伴と 簡単な手当

(6年生）

① 保建室の整備

② 日目標、温度、湿度調ペ

③ 簡単なけが、疾病の手当

④ 消毒等（シ ャポネ ッ ト） 石けん、 トイレ ソ ト

ペーバーの点検、補充

⑤ 水質検査、プール開放時は 水温、水質検査

⑥ 安全点検

⑦ 調査、検査の総計、発表、指導

⑧ 日誌の記録

児童 の健康について

兵庫県城崎郡日高町立八代小学校

,.., → 

養護教諭呂 村 房江

中学生が友だちを殺したり、卒業してから恩師を殺

しに学校にきたりするような少年たちの犯罪について、

何が原因でこんな恐ろしい ことをするのかわからない

が、この情緒不安定な少年たちの多い世の中で、私は

養教として児童に自分の体を大切にするとともに人の

命を罪重する人間にな ってほしいとねがい 、児童に、

「自分の体を知り、元気になろう」というカードをも

たせて、毎月の体重測定と毎学期の身長 ・視力検査、

年 2回の机 ・腰かけの個別の測定をし、それを児童の

手で書かせ、低学年では色ぬりをさせ、中学年は棒グ

ラフに、闇学年は折れ線グラフにして自分の体を自覚

させるようにするとともに、測定した日に家庭にカー

ドを持 って帰ら せて保護者に 関心をも ってもらうよう

にしている 。

次に精神衛生の面では、わずか81名の児童なので子

供たちの名前も顔もわか るので、天気のよい日は昼休

みに子供たちとなわとぴ等してあそぴながら一人一人

の子供に話しかけ、家庭の様子を 聞いたり、建康状態

を観察し、いろいろの話をして、子供たちが何でも話

して〈れる養教であり、そして相談相手になりたいと

努力している 。

また、私の体験をとおして、かぜをひき、よ〈熱を

出したこと のある私が、数年かぜをひかないのは牛乳

や肝油をのむからではないかと、話しながら、自分の

体は自分が一番よ〈知り、自分で守ってゆける人にな

ろう、それには体力もつけなくてはいけない 。

5年前私が八代小学校に転任にな ったころは、児童

数が 105人であ ったが、朝の朝会等でよ〈 卒倒する、

それも多い時には 5%くらい倒れる ので、職員会でい

ろいろ話し合って、まず体力をつけようということで、

天気のよい日は朝登校したら運動場を 3周することと、

中間体操でラジオ体操をすることになり、 子供たちは

よ〈走 った。何がよか ったのか現在では朝会で倒れる

児童はほとんどない。

現在は、農村地域の八代でも農業の機械化とともに

子供たち が農作業の手伝いをしたり、家事の手伝をす

ることがな〈な った。外にあそぴに出ても過疎の現状

では友だちがいない、両親は慟きに出ていない 。それ

で子供たちは庭さきで一人遊ぴをしたり 、家の中でテ

レピを見て家族の帰りを待っている 。そのような生活

なので体格はほそ胸、やせ型であまりよくない 。私は

保護者の方に機会あ る毎に、 外に出て遊ぺるように協

力して〈ださい、お休みには、おにぎりを作って山登

りに 子供たちをつれて出てくださいとおねがいしてい

る。

とても小さなあゆみで発表するようなことではない

のですが、私の常に実行していることを書いて、みな

様のご批判をいただきたいとねがっています 。
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